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 満開の桜の下でランチ

を楽しむ 

 人事異動の紹介 

 退職の挨拶 
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地震データベース 

2011 年 3 月 11 日東北地方

太平洋沖地震 

地震情報 

宇津カタログ（世界の地震被

害）  

地震カタログ（世界の大地震

の震源メカニズム、余震分

布等） 

満開の桜の下でランチを楽しむ 
   国際地震工学センター 管理室長 飯竹理広 
 

４月５日（水）、IISEE

では、花見ランチ会を

開催しました。緑川理

事長と澤地理事も参加

し、満開の桜と和風食

弁当で大いに盛り上が

りました。 

 

日本で桜が開花する

場所は、線状に分布し

て、南から北に向かっ

て進行します。桜はき

れいですがその満開

の時期は短いもので

す。                             IISEE の建物の周りには桜の

木が多く、その桜の木は、４月

初旬に満開になります。この日

は、お天気にも恵まれ、桜もち

ょうど見頃でした。花見は日本

人にとって伝統的な季節の風

物詩です。人々は家族、友人、

勤務先の同僚らと桜の花の下

で飲んだり食べたりし楽しく過

ごします。 

 

国際地震工学センターの職

員も、新しく入ったスタッフの篠

島さん、大山さんとともに、美し

い桜の花の下で研修生と大変

よい時間を過ごすことができま

した。 

 



 

 

論文募集 

IISEE Bulletin は、現在地震

学、地震工学、津波に関す

る論文を募集しております。

開発途上国に関するものを

対象としていますが、それに

限らず募集しています。 

送って頂いた未発表の論文

は、編集委員会と専門家に

よる査読を行います。投稿

料は無料です。 

是非チャレンジして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

人事異動の紹介 
国際地震工学センター 管理室長 飯竹理広 
 

IISEE では 3 月 31 日付けで、加藤博人研究員が退職されました。 

また、4 月 1 日で、建築研究所の理事長と理事が代わりました。坂本雄三前理事

長から緑川光正新理事長に、西山功理事から澤地孝男理事への交代です。 

 

緑川理事長挨拶 
http://www.kenken.go.jp/japanese/information/introduction/preface/preface.html 

 退職の挨拶 
 加藤 博人 

本年 3 月末を以て、建築研究所を退職しました。国際地震工学センターに在

席したのは 1 年 5 ヶ月程と短い期間でしたが、国地スタッフや研修生の皆様と共

に思い出深い時間を過ごすことが出来ました。心から感謝申し上げます。 

今更申し上げるまでもなく、国地研修は素晴らしい講師による充実した講義と

 



 

 

 

連絡先 

IISEE ニュースレターは、

IISEE と卒業生の架け橋を目

指しています。 

ニュースレターへの報告や

記事をお待ちしております。

皆様の自国でのご活躍をお

知らせ下さい。 

  

また、皆様の同僚やお友達

もこのメーリングリストに登録

するようにお誘い下さい。    

iiseenews@kenken.go.jp 
http://iisee.kenken.go.jp 

 

 

バックナンバーは

下記をご覧下さ

い。 
http://iisee.kenken.go.jp/nldb/ 

 

研修生の熱心な取り組みによって国際的な評価を確立しています。また、国際的

な人的ネットワークも大きな成果です。それらは、たくさんの国地スタッフによって

支えられてきました。毎月の誕生会や折に触れて開催される懇親会などは、研修

生を側面からサポートし、リラックスできる研修環境作りに役立ってきました。その

ような活動に多少なりとも係わることが出来、大変貴重な経験となりました。 

国地研修の益々の発展を祈念して挨拶の言葉といたします。ありがとうござい

ました。 

 
 

 

 
 

楽しむのは今です。 


